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小嶋専務自らが現地を訪れ、生産
者と米の生育環境を確かめたものだ
けを店頭に並べている。
今年で創業60周年を迎えるが、近
年は「食生活の変化や販路の多様化
もあり、米屋のお米が選ばれるのは難

しい時代になりました」
と小嶋専務。しかし、競
争が難しくなっても「商
売は正々堂々と」をあく
までも貫くという。
■米にトレーサビリ
ティを
米の収穫は年に一
度。新米の時期が味が
一番よく、だんだん劣化
する。このため、複数種
を“ブレンド”することで
おいしさを保つことが、業界ではよくあ
るという。
それに対し「ブレンドも立派な技術
ですが、うちには混ぜものは一切あり
ません」と小嶋専務は胸を張る。
社員、パート問わず、従業員にも米

のトレーサビリティを徹底させる。精米
も在庫状況も、米ごとに管理し、数百グ
ラムの残りが出ても厳密に記録。希望者
には生産情報も提供している。
小嶋専務は「うちで買ったお米に何

かあった場合にきちんと説明し、情報
も伝えられるようにするためです」とき
っぱり。安心・安全なお米を子どもたち
に食べてほしいという。

全国に約180店舗をフランチャイズ
展開する、MIKAWAYA21（東京都�
荒川区）が運営する高齢者生活支援
サービスとして提供する。
ちょっとした手伝いの「かんたんサ
ポート」は20分500円から。日常生活

支援や話し相手、スマートフォンのサ
ポート、ビンのふた開けや重いものの移
動など、「20分あればいろいろなことが
できます」（上沼貴義代表）。ハウスク
リーニングの専門家によるサポートも
別途費用で利用できる。
創業約60年の老舗。上沼代表はも

ともとサラリーマンだったが、先代の父
が他界して事業を受け継いだ。
父とともに店を切り盛りしていた母

も、気が付くと高齢になっていた。電

球の交換やスマートフォンの操作な
どにも大変そうにしている姿を目にし
て「（お店の）お客さんも高齢者が多
い。困っていることがあれば手伝えな
いか…」と思うようになったという。
今後は、アクティブシニアや子育て
中の母親、社会に役立つことをしたい
と考える若者など、自分の空いた時間
を人のために使いたい人をスタッフと
して雇用。事業を拡大していきたいと
している。

老舗の生花店、カミヌマフロリスト横濱（横浜市港北区綱島西、☎045・531・
7949）は、高齢者の生活支援サービスを始めた。「まごころサポート 横濱港北
Smiles店」として、庭掃除や電球の交換、買い物の代行から通院の付き添い、カ
ラオケ、麻雀の相手まで、高齢者のお困りごとに寄り添っていく。

カミヌマフロリスト、電球交換から付き添いまで

ヤマイチ、アナログでも「正々堂々」貫く
「高付加価値米」で差別化

生花店が高齢者の生活支援サービス

食生活の変化や流通革命で小規模米穀店の苦戦が続く中、ヤマイチ（川崎市
宮前区犬蔵、☎044・977・7171）が奮闘している。有機米や特別栽培米のブ
ランド銘柄といった「高付加価値米」を販売。全国でもわずか476人という「五ツ
星お米マイスター」でもある小嶋和江専務の目利きで、厳選した年間約20種類
だけを取りそろえる。「どんな環境で、どんな生産者がどのように育てたかわかる

『顔の見えるお米』しか扱いません」と、小嶋専務は力を込める。
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ポストコロナ時代

3月には春の伝統行事のお彼岸があり
ますが、いつ、何をすればよいのか、よく
分からない方も多いのではないでしょう
か？　そこで、お彼岸についてよくあるご

質問と、ご遺族や参列者の方 か々
ら問い合わせがあった事例を合
わせてご紹介いたします。

◇　◇　◇
Ｑ.お彼岸っていつですか？

Ａ.お彼岸には、3月の春彼岸と
9月の秋彼岸があります。
3月は春分の日（祝日）、9月は秋分の

日（祝日）を中日（ちゅうにち）として、その
前後3日間を合わせた7日間がお彼岸で

す。そして、その初日を彼岸入り、最後の
日を彼岸明けと呼びます。
春分の日や秋分の日は、太陽の動きを
基準に国立天文台が計算をして、閣議
決定をしているので、毎年同じ日になる
わけではありません。カレンダーなどで
日程を確認しておくとよいでしょう。ちな
みに、今年の春のお彼岸は3月18日（土）
から24日（金）までの7日間です。
Ｑ.お彼岸は、なぜ年2回なのですか？

Ａ.太陽がほぼ真東から昇ってほぼ真
西に沈む日は、仏教の世界では、先祖
供養をするための特別な日とされてい
ます。それが年に2回ある「春分の日」
と「秋分の日」なのです。
日本では年に2回、太陽がほぼ真東か

ら昇ってほぼ真西に沈み、昼と夜の時間
が等しくなる日があります。それが、春分
の日と秋分の日です。
諸説ありますが、仏教の世界では、ご先

祖様のいるあの世は「彼岸（ひがん）」、私
たちが生きているこの世は「此岸（しがん）」
と呼ばれています。「春分の日」と「秋分の
日」は、彼岸との距離がもっとも近くなり、故
人と通じやすくなる日と考えられています。
感謝の気持ちを込めて、ご先祖様や
故人を供養するための日として、日本の
伝統行事として受け継がれています。
今回も、ご参考にしていただければ幸
いです。� （ｆａｍｉ友葬・清水ふじ代）

社長さんが知っておきたい社長さんが知っておきたい

大人の知恵袋㉗大人の知恵袋㉗
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